
一
七

十
返
舎
一
九
の
書
簡

中
　
山
　
尚
　
夫

は
じ
め
に

　
十
返
舎
一
九
の
書
簡
を
次
に
紹
介
し
、
簡
単
な
解
説
を
加
え
る
。

　
本
書
簡
は
、
静
岡
県
三
島
市
東
六
―
一
七
在
住
の
関
守
敏
氏
の
所
蔵

に
な
る
。
関
氏
に
は
本
書
簡
を
掲
載
す
る
こ
と
と
そ
れ
に
私
の
簡
単
な

解
説
を
加
え
る
こ
と
に
つ
い
て
は
御
許
可
を
得
て
い
る
。
本
書
簡
が
今

後
の
一
九
研
究
の
一
助
に
な
る
こ
と
が
同
氏
の
願
い
で
あ
る
こ
と
を
付

け
加
え
た
い
と
思
う
。

　
　
　
　
　
　
一

　
さ
て
、
本
書
簡
の
全
貌
は
別
に
掲
げ
た
複
写
の
通
り
で
あ
る
。
紙
高

は
一
六
・
三
×
六
七
・
五
糎
。
墨
付
き
は
「
尚
々
書
き
」（
追
伸
）
を
入

れ
て
全
二
七
行
。
萌
黄
色
・
黄
色
・
黄
緑
色
の
料
紙
が
継
が
れ
て
い
る
。

　
一
九
の
自
筆
で
あ
る
こ
と
は
書
体
か
ら
も
確
実
で
あ
る
。
ま
ず
、
全

文
を
記
す
。



一
八

　
　
　
御
状
下
被
拝
見
仕
候
、
被
成

　
　
　
御
揃
弥
御
清
栄
可
被
成

　
　
　
御
座
奉
珍
重
候
、
当
方
　

　
　
　
無
異
御
休
意
可
被
下
候
、

　
　
　
今
般
母
出
府
御
地
之

　
　
　
御
様
子
も
承
知
い
た
し
安
心

　
　
　
仕
候
、
此
節
三
四
日
已
前
ゟ

　
　
　
音
羽
之
方
江
久
蔵
様

　
　
　
御
同
道
御
越
二
而
御
逗
留
二

　
　
　
御
座
候
、
御
帰
次
第
御
便
之

　
　
　
様
子
御
咄
可
申
上
候
、
一
昨
日

　
　
　
久
次
様
ゟ
も
御
状
参
り
申
候
、

　
　
　
差
急
キ
認
候
故
何
事
も

　
　
　
重
便
可
申
上
候
、
只
今
取
込

　
　
　
早
々
御
返
報
如
此
御
座
候
、

　
　
　
恐
惶
謹
言

　
　
　
　
　
　
　
　
　
重
田
一
九

　
　
　
　
十
月
四
日

　
　
　
　
重
田
儀
十
郎
様

　
　
　
　
同
　
幸
平
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
人
々
御
中

　
　
　
皆
々
御
別
条
無
之
候
、

　
　
　
す
ま
か
よ
之
分
宜
奉
頼
候
、

　
　
　
飛
脚
も
た
せ
置
候
間

　
　
　
御
返
事
早
々
申
上
候
程

　
　
　
重
便
万
々
可
申
上
候
、
以
上

　
で
あ
る
（
本
書
簡
の
活
字
化
に
際
し
て
は
、
本
学
史
学
科
の
先
生
の

ご
助
力
を
得
た
。
深
謝
申
し
上
げ
る
）。



一
九

　
　
　
　
　
　
二

　
本
書
簡
の
価
値
は
、
こ
れ
ま
で
に
私
が
確
認
し
た
一
九
の
手
紙
は
す

べ
て
が
彼
の
作
品
成
立
や
そ
の
過
程
に
お
け
る
内
容
だ
っ
た
の
に
対
し
、

本
書
簡
は
一
九
の
私
的
内
容
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
。
つ

ま
り
本
書
簡
は
一
九
の
実
家
で
あ
る
重
田
家
ま
た
一
九
自
身
の
作
品
以

外
へ
の
思
い
が
書
か
れ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
あ
る
。
ま
ず
、

宛
先
が
重
田
儀
十
郎
・
同
（
重
田
）
幸
平
と
あ
る
点
に
注
目
し
た
い
。
　

重
田
儀
十
郎
は
重
田
七
郎
貞
一
（
十
返
舎
一
九
）
の
実
弟
で
、
次
男
と

さ
れ
て
い
る
人
物
で
、
一
九
兄
弟
の
父
重
田
與
八
郎
鞭
助
が
重
田
家
八

代
を
名
乗
り
、
そ
の
長
男
の
貞
一
（
一
九
）
が
戯
作
者
に
な
っ
た
た
め

に
次
男
の
儀
十
郎
が
九
代
を
継
い
だ
。
儀
十
郎
は
重
田
家
の
た
め
に
力

を
尽
く
し
た
が
、
子
が
な
か
っ
た
た
め
に
便
宜
的
に
一
九
の
倅
定
吉
に

十
代
を
継
が
せ
た
（
な
お
、
棚
橋
正
博
氏
は
そ
の
著
『
笑
い
の
戯
作
者

十
返
舎
一
九
』
の
中
で
「
父
一
九
に
代
わ
っ
て
十
代
目
重
田
家
の
当
主

と
な
る
。
が
、
十
二
代
理
兵
衛
と
は
従
兄
弟
に
当
り
（
義
十
郎
を
挟
ん

で
理
兵
衛
は
義
十
郎
と
「
叔
父
―
甥
」
の
間
柄
、
定
吉
は
「
伯
父
―
甥
」

の
間
柄
に
あ
る
）、
ま
た
、
こ
の
定
吉
と
十
一
代
幸
右
衛
門
と
は
年
齢
的
に

父
子
関
係
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
。
従
っ
て
、こ
の
定
吉
の
直
系
の
子
孫
は

重
田
家
を
継
が
ず
、
子
が
無
か
っ
た
か
。
蓋
し
、
形
式
的
に
父
一
九
に

代
わ
り
一
時
的
に
十
代
目
を
継
い
だ
だ
け
で
、
長
寿
で
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
義
十
郎
に
実
質
的
に
委
ね
て
家
督
を
譲
り
受
け
る
こ
と
を
し
な

か
っ
た
と
推
定
す
る
。」
と
し
て
お
り
、現
時
点
に
お
い
て
こ
の
お
考
え

を
支
持
す
る
。（
儀
十
郎
は
義
十
郎
と
も
表
記
す
る
）。
こ
う
し
て
儀
十

郎
は
重
田
家
の
た
め
に
長
年
に
わ
た
り
尽
力
を
し
た
こ
と
が
推
察
さ
れ

る
。今
一
人
の
幸
平
は
重
田
家
十
一
代
当
主
で
あ
る
重
田
幸
右
衛
門（
戒

名
、
祖
春
良
道
居
士
、
天
保
十
二
年
三
月
十
日
没
）
で
は
な
か
ろ
う
か
。

棚
橋
氏
は
前
書
中
に
お
い
て
「
こ
の
十
一
代
目
幸
右
衛
門
に
つ
い
て
は

林
美
一
氏
が
紹
介
し
た
資
料
（
十
六
代
重
田
春
男
氏
か
ら
提
示
さ
れ
た

系
譜
）
に
「
十
一
代
」
と
あ
る
の
を
頼
り
に
す
る
以
外
な
い
。
順
番
が

十
二
代
の
先
で
あ
る
か
ら
、
十
二
代
理
兵
衛
の
兄
と
ひ
と
ま
ず
考
え
て

お
く
の
が
最
も
妥
当
な
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
相
当
す
る
よ
う
な
妻
の
存

在
も
見
当
た
ら
ず
、比
較
的
若
く
、独
身
の
う
ち
に
没
し
た
も
の
か
、未

勘
。
と
こ
ろ
で
、
中
川
芳
雄
氏
「
十
返
舎
一
九
伝
」（『
静
岡
市
史
』
所

収
。
詳
細
は
前
述
）
に
よ
る
と
、「
顕
光
院
過
去
帳
に
は
本
七
は
重
田
幸

兵
ヱ
と
　
あ
る
由
、
本
七
は
本
町
七
丁
目
の
略
、
あ
る
い
は
『
過
去
簿
』

は
写
し
違
い
で
、
重
田
幸
兵
衛
が
正
し
い
か
。」
と
言
わ
れ
、
こ
れ
を
信



二
〇

じ
る
な
ら
ば
「
幸
平
」
は
「
幸
兵
衛
」
あ
る
い
は
「
幸
兵
ヱ
」
と
書
写

さ
れ
た
人
物
す
な
わ
ち
十
一
代
当
主
幸
右
衛
門
と
解
す
る
の
が
適
当
と

考
え
る
。
宛
名
が
連
名
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
幸
右
衛
門

が
若
か
っ
た
こ
と
も
原
因
し
て
い
よ
う
が
、
差
出
人
一
九
の
実
の
兄
弟

で
あ
り
手
紙
文
中
の
母
親
が
儀
十
郎
の
実
母
（
一
九
に
と
っ
て
は
養
母

か
）
で
あ
っ
た
こ
と
が
原
因
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
宛

先
は
書
簡
の
内
容
と
密
接
な
つ
な
が
り
が
あ
る
の
で
宛
先
人
と
内
容
と

の
つ
な
が
り
を
よ
く
考
慮
す
べ
き
と
考
え
る
。

　
　
　
　
　
　
三

　
さ
て
、
そ
の
本
書
簡
の
内
容
で
あ
る
。
は
じ
め
の
四
行
は
挨
拶
文
で

あ
る
。
す
な
わ
ち
相
手
（
こ
こ
で
は
重
田
家
）
全
員
の
精
鋭
ぶ
り
を
祝

し
、
自
分
は
相
変
わ
ら
ず
で
あ
る
か
ら
、
安
心
す
る
よ
う
に
と
述
べ
る
。

次
の
「
今
般
」
か
ら
は
本
書
簡
の
主
話
題
と
な
る
。
母
親
（
一
九
の
養

母
り
へ
。
儀
十
郎
に
と
っ
て
は
実
母
）
が
府
中
（
静
岡
）
へ
行
っ
た
（
当

時
の
女
性
が
外
出
を
す
る
の
は
極
め
て
珍
し
い
事
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ

る
。
只
、
母
親
が
何
故
府
中
へ
行
っ
た
か
は
不
明
。
現
静
岡
市
は
当
時

「
府
中
」
と
言
い
、
近
隣
に
居
住
の
人
が
府
中
へ
出
る
こ
と
を
「
出
府
」

と
言
っ
た
）
こ
と
。
そ
う
考
え
る
と
こ
の
書
簡
当
時
重
田
家
は
府
中
に

は
居
住
し
て
い
な
い
こ
と
に
な
る
。「
御
地
」（「
御
」
と
い
う
敬
称
が
付

し
て
あ
る
点
か
ら
、
静
岡
が
適
当
か
）
の
様
子
が
分
か
り
安
心
し
た
こ

と
。「
音
羽
」
と
あ
る
の
は
、現
静
岡
市
の
音
羽
町
の
こ
と
と
推
定
す
る
。

母
親
と
同
道
し
た
「
久
蔵
」
様
は
重
田
家
に
仕
え
た
下
男
か
も
知
れ
な

い
（「
久
」
字
が
つ
く
人
名
は
下
男
が
多
い
と
こ
ろ
か
ら
の
連
想
）。
と

す
れ
ば
、
重
田
家
は
か
な
り
の
規
模
の
大
き
な
家
で
あ
っ
た
の
で
は
な

い
か
。
だ
か
ら
こ
の
家
の
当
主
は
そ
れ
な
り
の
権
限
を
持
っ
て
い
た
も

の
と
推
察
す
る
。「
音
羽
」
で
逗
留
し
た
の
で
、旅
の
様
子
は
母
親
が
帰

り
次
第
手
紙
で
知
ら
せ
る
だ
ろ
う
か
ら
そ
の
時
に
は
別
便
で
詳
し
く
お

話
し
申
し
上
げ
る
。
一
昨
日
、
久
次
（
こ
れ
も
下
男
で
あ
っ
た
か
）
様

か
ら
も
便
り
が
あ
っ
た
。
と
り
あ
え
ず
の
手
紙
で
あ
る
の
で
、
す
べ
て

は
ま
た
の
便
で
申
し
上
げ
ま
す
。
今
は
取
り
込
み
中
な
の
で
と
り
あ
え

ず
以
上
の
よ
う
に
ご
返
事
申
し
ま
す
（
つ
ま
り
本
書
簡
は
返
信
で
あ
る

と
思
わ
れ
る
）。
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
追
伸
と
し
て
、
母
様
・
久
蔵
様

を
初
め
重
田
家
の
人
々
に
異
常
が
な
く
て
喜
ば
し
い
事
。「
す
ま
か
よ

分
」（
す
ま
・
か
よ
は
一
九
の
実
子
か
。
中
川
芳
雄
氏
の
「
十
返
舎
一
九

伝
」
に
よ
る
と
、
一
九
の
子
の
可
能
性
が
あ
る
女
性
が
２
名
い
る
。
ひ



二
一

と
り
は
元
治
元
年
八
月
四
日
没
の
「
心
覚
院
妙
智
日
寿
信
女
」、次
は
嘉

永
元
年
十
一
月
十
二
日
没
の
「
真
浄
院
妙
悟
日
光
信
女
」
で
あ
る
。
此

の
二
名
は
重
田
家
に
置
い
た
ま
ま
で
あ
っ
た
か
。
名
前
は
共
に
女
性
名

で
あ
る
。（
私
は
こ
の
二
人
は
一
九
の
子
か
妹
と
直
感
的
に
思
っ
た
。
こ

う
い
う
論
文
に
直
感
は
不
都
合
と
考
え
る
が
、
そ
れ
は
事
実
で
あ
る
。）

「
分
」
は
「
す
ま
と
か
よ
」
の
養
育
の
た
め
の
費
用
か
。「
飛
脚
も
た
せ

置
」
と
は
、
飛
脚
に
お
金
を
持
た
せ
た
、
と
い
う
こ
と
（『
広
辞
苑
』
五

版
に
よ
れ
ば
「
飛
脚
」
欄
に
「
信
書
・
金
銀
・
貨
物
な
ど
の
送
達
を
業

と
し
た
も
の
」
と
あ
る
。「
す
ま
か
よ
之
分
」
は
、「
す
ま
」
と
「
か
よ
」

の
養
育
の
費
用
と
と
り
．
一
九
の
重
田
家
へ
預
け
て
あ
る
実
子
の
養
育

費
と
解
す
る
が
、
い
か
が
で
あ
ろ
う
か
。）。
彼
女
た
ち
を
よ
ろ
し
く
頼

み
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
ご
返
事
を
と
り
あ
え
ず
申
し
ま
す
が
、
再
び
の

便
り
に
詳
し
く
書
く
つ
も
り
で
す
。
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
以
上
、
追

伸
を
含
め
た
本
書
簡
は
一
九
の
私
的
生
活
を
述
べ
た
も
の
と
し
て
興
味

深
い
。

　
　
　
　
　
　
四

　
な
お
、
一
九
の
伝
記
研
究
に
は
中
川
芳
雄
氏
の
「
十
返
舎
一
九
伝
」

（
資
料
の
検
証
）（『
静
岡
市
史
・
近
世
篇
』
所
収
、
昭
和
五
四
年
四
月

刊
）
と
林
美
一
氏
の
ご
研
究
（「
浮
世
絵
師
　
十
返
舎
一
九
」（「
江
戸
春

秋
」
所
収
）、棚
橋
正
博
氏
が
林
氏
の
ご
研
究
に
依
拠
さ
れ
た
『
笑
い
の

戯
作
者
十
返
舎
一
九
』
が
あ
る
。

　
し
か
し
、
今
と
な
っ
て
は
仕
方
が
な
い
こ
と
と
は
い
え
、
ど
れ
も
後

に
編
纂
さ
れ
た
重
田
家
過
去
簿
・
顕
光
院
過
去
帳
・
東
陽
院
過
去
帳
に

よ
る
も
の
で
、そ
れ
ぞ
れ
の
信
憑
性
な
ど
が
問
題
と
な
り
（
例
え
ば
、一

九
の
父
親
の
み
完
全
な
名
に
な
っ
て
い
る
の
は
何
故
か
、
と
い
う
問
題

等
）、
ど
れ
も
が
完
璧
と
は
い
い
が
た
い
。
た
だ
現
時
点
に
お
い
て
、
本

稿
で
は
前
記
の
ご
研
究
に
拠
る
方
法
を
と
る
。

　
一
九
の
母
親
に
つ
い
て
の
記
述
は
本
書
簡
以
外
に
見
た
こ
と
は
な
い

が
、
本
書
簡
に
は
そ
の
動
向
ま
で
を
示
し
た
記
載
が
あ
る
。
ま
た
、
一

九
の
実
家
が
か
な
り
大
規
模
で
あ
っ
た
ら
し
い
こ
と
も
記
さ
れ
る
。
　
　

　
そ
の
実
家
に
い
る
人
々
が
恙
な
い
こ
と
も
記
さ
れ
て
い
る
。

　
重
要
な
こ
と
は
追
伸
で
一
九
に
は
二
人
の
女
の
実
子
が
い
て
、
そ
の

女
の
子
た
ち
は
重
田
家
に
お
り
、
一
九
は
そ
の
養
育
費
的
な
も
の
を

送
っ
て
い
た
こ
と
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
一
九
に
と
っ
て

母
親
の
動
向
や
実
子
の
存
在
は
大
事
な
こ
と
な
の
で
信
頼
が
お
け
る
実



二
二

弟
と
現
在
の
当
主
で
あ
る
二
人
に
宛
て
た
書
簡
だ
と
思
わ
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
本
書
簡
は
重
田
家
の
こ
と
、
母
親
の
こ
と
、
実
子
の
存

在
等
、
人
気
戯
作
者
十
返
舎
一
九
の
多
く
の
作
品
に
関
わ
る
こ
と
で
は

な
く
、人
間
重
田
貞
一
の
最
近
の
事
情
が
述
べ
ら
れ
た
書
簡
で
あ
り
、一

般
的
に
知
ら
れ
て
い
る
一
九
の
滑
稽
ぶ
り
を
示
す
の
で
は
な
く
、
彼
の

私
的
生
活
が
伺
え
る
書
簡
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
に
本
書
簡
の
意
義
が
あ

る
。
彼
の
人
柄
が
伺
え
る
書
簡
と
言
え
よ
う
。

　
こ
の
書
簡
の
日
付
け
で
あ
る
が
、
書
簡
に
は
十
月
四
日
だ
け
で
年
は

な
い
。
後
に
こ
の
書
簡
が
考
察
の
材
料
に
な
る
と
は
思
わ
な
か
っ
た
一

九
に
し
て
み
れ
ば
当
た
り
前
の
こ
と
で
あ
る
が
、
今
は
そ
の
年
を
推
察

す
る
。
書
簡
中
推
察
の
材
料
と
な
る
記
述
は「
母
」「
重
田
儀
十
郎
」「
同

幸
平
」
で
あ
る
。「
母
」
は
「
り
へ
」、「
重
田
儀
十
郎
」
は
一
九
の
実
弟
、

「
同
幸
平
」
は
重
田
家
十
一
代
当
主
で
、
り
へ
は
天
保
五
年
没
、
儀
十
郎

は
安
政
四
年
没
、
幸
平
は
天
保
十
二
年
没
、
肝
心
の
一
九
は
天
保
二
年

没
で
あ
る
。
最
も
早
い
の
が
一
九
の
天
保
二
年
で
あ
る
か
ら
そ
れ
以
前

で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
天
保
に
入
る
と
一
九
の
健
康
状
態
が
芳

し
く
な
い
と
考
え
る
と
、
ま
た
、
文
面
か
ら
考
え
て
（
母
親
の
こ
と
や

実
子
の
養
育
費
の
こ
と
も
書
い
て
い
る
の
で
）
本
書
簡
は
文
政
年
間
の

後
期
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
と
考
え
る
。
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